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⼟壌保全技術の採⽤と農家間普及における社会構造的要因  
⻄アフリカでは、農業普及員の不⾜などにより⼟壌保全技術の普及が停滞している。ブルキナファソ農家の分析結
果は、⼟壌保全技術（ザイ・⽯堤・有機質肥料）の普及が性別による⾏動差、地縁、宗教的結束等の社会構
造に⼤きく左右されることを⽰唆する。信頼関係や社会的つながりの活⽤に加え、労働集約的技術における性別
差への配慮を組み込むことが、より包摂的な普及戦略として有効である。これらの知⾒は、普及員不⾜の地域に
おける持続的な技術普及モデルの構築に貢献する。 
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背景・ねらい                
⻄アフリカのブルキナファソでは、降⾬の不安定化や過

耕作が進み、⼟壌劣化が深刻な問題となっている。これ
らの課題に対処するため、農家はザイ（掘り⽳による⾬
⽔の収集・貯留技術）（図１A）、⽯堤（列状に配
置した⽯材で⼟壌流出を抑える技術）（図１B）、有
機肥料（図１C）といった伝統的な⼟壌保全技術を
実践している。しかし、その普及は限定的である。 

普及が広がらない要因の⼀つは、公的普及制度にお
ける農業普及員の慢性的不⾜である。その補完策とし
て、農家が隣⼈に技術を伝える「農家間普及」が注⽬さ
れているが、その成⽴条件や技術ごとの伝播経路に関
する実証的知⾒が不⾜している。 

以上を踏まえ、本研究では農家間普及の実態を包
括的に把握し、「誰が、誰に、どのような関係性で、どの
技術を伝えるのか」という社会的構造と、技術固有の要
件が普及に及ぼす影響を定量的に明らかにすることを⽬
的とする。 
 

成果の内容・特徴             
1. ザイの採⽤特性として、耕地⾯積や村の地元出⾝者
⽐率が採⽤を促進する⼀⽅、村落内で同じ宗教を信
仰する⼈々の割合を⽰す宗教的同質性は抑制要因
となる（表１A）。また、農家間の普及においては、地
元出⾝の世帯主や最終学歴の⾼い農家が隣⼈に伝
える傾向が確認される（表１D）。これは資源条件や
地域的つながりが普及の成否を左右することを⽰すも
のである。 
2. ⽯堤の採⽤特性として、男性世帯主が採⽤しやすく
（表１B）、宗教的同質性の⾼い村で農家間普及
が活発である（表１E）。 労働負担の⼤きい技術で
あるため、労働⼒の確保や、共同作業を容易にする社
会的結束が普及を⽀えていることが⽰唆される。 

3. 有機質肥料の採⽤特性として、村の地元出⾝者⽐
率が採⽤を促すが（表１C）、普及⾏動には有意な
偏りがみられない（表１F）。技術の性質上、特定の

社会的条件に依存せず情報が流れている可能性を⽰
唆している。 
4. ⾏動経済学のリスク選好ゲームで測定された世帯主
のリスク回避度は、いずれの技術の採⽤・普及とも有
意な関連を⽰さず、この結果は、技術採⽤が個⼈のリ
スク選好よりも、社会的制約や役割分担に強く影響さ
れていることを⽰唆する（表１）。 
5. 本研究の成果は、⼈的・財政的制約の⼤きい地域
において、公的普及制度を補完する現実的な技術普
及設計の科学的根拠を提供する。 

 

成果の活⽤⾯・留意点           
1. 本研究で明らかになった社会的・地域的条件を踏ま
えることで、地域の信頼ネットワークに基づく普及戦略
を設計できる。具体的には、ザイでは⾼学歴層や地元
出⾝者、⽯堤では宗教的結束の強いコミュニティが、
技術普及のハブとして有効である。 
2. 労働集約的な技術における男性世帯主の採⽤傾
向を考慮し、⼥性農家が普及過程から取り残されない
よう、技術特性に応じた⽀援パッケージ（ザイ・⽯堤・
有機質肥料）を地域特性と組み合わせて導⼊するこ
とで、普及員不⾜地域においても持続的な普及モデル
の構築が可能である。本成果は、ブルキナファソ以外の
開発途上地域にも応⽤可能である。 

3. 留意点として、降⽔量や⼟壌条件などの環境要因
の影響は⼗分に検証されていない。今後は、環境要因
を組み合わせることで、社会条件と⾃然条件を統合し
た普及設計への展開が期待される。 
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（A）ザイの施⼯例 （B）⽯堤づくり （C）有機質肥料づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採⽤有無 農家間普及有無 
  A. ザイ B. ⽯堤 C. 有機 D. ザイ E. ⽯堤 F. 有機 
世帯属性        

世帯主が男性 0.02 0.25*** 0.04 -0.04 -0.06 -0.02 
 (0.04) (0.08) (0.06) (0.06) (0.04) (0.03) 

地元出⾝の世帯主 -0.06 -0.09 -0.06 0.12* 0.04 0.03 

 (0.05) (0.05) (0.04) (0.06) (0.06) (0.03) 
世帯主の最終学歴 -0.01 0.01 -0.002 0.04** 0.02 0.01 

 (0.02) (0.02) (0.02) (0.02) (0.01) (0.01) 
世帯主のリスク回避度 0.002 0.01 -0.001 -0.01 -0.001 -0.0004 

 (0.01) (0.01) (0.01) (0.01) (0.004) (0.003) 
耕地⾯積（対数値） 0.08** 0.06 0.01 0.01 -0.01 -0.01 

 (0.04) (0.04) (0.03) (0.05) (0.05) (0.02) 
村落属性        

地元出⾝世帯の⽐率 0.77** -0.29 0.77** -0.14 0.16 0.10 

 (0.26) (0.38) (0.32) (0.42) (0.35) (0.15) 
宗教的同質性 -0.72*** -0.34 -0.18 0.17 1.40*** 0.01 

 (0.26) (0.27) (0.20) (0.28) (0.46) (0.14) 
地区固定効果 YES YES YES YES YES YES 
Pseudo R2 0.02 0.04 0.08 0.18 0.002 0.08 
サンプル・サイズ 650 650 650 227 195 466 

 

 

 
 

 

図１ ザイ・⽯堤・有機質肥料の施⼯例 
本図は、ブルキナファソで広く⽤いられている 3 つの⼟壌保全技術（ザイ、⽯堤、有機質肥料）の施⼯例を⽰している。ザイ
は掘り⽳によって⾬⽔を集め・貯留する技術、⽯堤は⽯材を列状に配置して⼟壌流出を抑制する技術、有機質肥料は堆肥
を施⽤して⼟壌肥沃度を⾼める技術であり、いずれも乾燥や⼟地劣化への対策として活⽤されている。 

表１ ⼟壌保全技術の採⽤および農家間普及の決定要因 

図および表は Lee et al. (2025) より CC BY 4.0 に従い転載/改変して作成 
© The Author(s) 2025 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 

「有機」は有機質肥料の略である。列(1)〜(3)は全サンプル 650 ⼾を対象に、各技術の採⽤有無を被説明変数として推定
した結果を⽰している。⼀⽅、列(4)〜(6)は当該技術をすでに採⽤している世帯のみを対象とし、農家間における技術普及
の有無を被説明変数としている。本表の数値はロジットモデルの限界効果（採⽤または普及確率の変化量）を表し、各列
は独⽴した推計であるため列間の統計的⽐較は⾏わない。統計的有意性は、* p<0.10、** p<0.05、*** p<0.01 で⽰す。 


